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・保険外サービスの品質評価の仕組みについて、本年度中に検討に着手

し、業種ごと、業界横断の自主的な認証制度・ガイドライン策定等を

促し、継続的な品質評価を進める。認証制度等を整備している業界等

を公表し、地方自治体、ケアマネジャーなどの地域の医療・介護関係

者、保険会社、健康経営に取り組む企業等から利用者に対し良質なサ

ービスの積極的な情報提供を促す。 

・保険外サービスが予防や自立支援の選択肢となり、高齢者ニーズに合

った形でその活用が進むよう、地方自治体やケアマネジャー向けに保

険外サービスの活用事例やノウハウの提供を行うとともに、ケアマネ

ジャーがケアプランに保険外サービスを積極的に位置付けやすくす

るインセンティブなどの方策を検討する。 

・介護・認知症予防などの新たな分野を含め、ヘルスケア分野において、

行政コストを抑えつつ、民間ノウハウを活用して社会課題解決と行政

効率化を実現する成果連動型民間委託契約方式の活用と普及を促進

する。 

 

ⅲ）効率的・効果的で質の高い医療・介護の提供、地域包括ケアに関わ

る多職種の連携推進 

① 自立支援・重度化防止に向けた科学的介護データベースの実装 

 ・自立支援等の効果が科学的に裏付けられた介護を実現するため、高齢

者の状態、ケアの内容などのデータを収集・分析するデータベースの

運用を平成 32 年度に本格的に開始する。これにより、効果が裏付け

られた介護サービスについては、次期以降の介護報酬改定で評価する。 

 ・同時に、取得データを活用し、介護事業所のケアの質の向上や介護従

事者の働き方改革へとつなげていく方策を検討する。 

・また、センサー等で取得できるものも含め、更なるデータ収集・分析

については、介護事業所等の負担も考慮し、技術革新等の状況を踏ま

え総合的に検討する。 

② ロボット・センサー、AI技術等の開発・導入 

・ロボット・センサー、AIなどの技術革新の評価に必要なデータの種類

や取得方法など、効果検証に関するルールを整理することで、事業者

による継続的な効果検証とイノベーションの循環を促す環境を整備

し、得られたエビデンスを次期以降の介護報酬改定等での評価につな

げる。 

 ・AIなどの技術革新を進めるとともに、昨年度改訂した重点分野に基づ

き、ロボット・センサーについて、利用者を含め介護現場と開発者等

をつなげる取組、現場ニーズを捉えた開発支援及び介護現場への導



32 
 

入・活用支援を進める。あわせて、障害福祉分野についても同様の取

組を進める。また、我が国の介護ロボットの海外展開を後押しするた

め、安全性担保に関する国際標準化の推進や諸外国の制度との連携を

図る。 

③ 書類削減、業務効率化、生産性向上 

 ・介護分野の情報連携、介護事業所における ICT化を抜本的な業務の再

構築・効率化につなげるため、介護サービス事業所に対し国・自治体

が求める帳票等の実態把握と当面の見直しを、本年度中に実施する。

その後、事業所が独自に作成する文書も含めた更なる見直しを進め、

文書量の実効的な半減を実現する。 

・作成文書の見直し、介護ロボット等の活用に加え、ICT 利活用や、非

専門職の活用等を含めた業務効率化・生産性向上に係るガイドライン

を本年度中に作成、普及させ、好事例の横展開を図る。 

・高齢者の活躍を促進するとともに、介護人材の裾野を広げる観点から、

地域医療介護総合確保基金により、「介護助手」などの多様な人材の活

用を図るなど、介護人材確保に総合的に取り組む。 

・医療分野や障害福祉分野についても、介護分野と同様に、各分野の特

性に応じて、作成文書の見直しや AI・ロボット技術の活用、多職種連

携等の取組を促進する。 

④ オンラインでの医療・多職種連携等の推進 

 ・患者の利便性の向上、医療職の働き方改革につながり、効率的・効果

的な医療の提供に資するよう、服薬指導、モニタリング等を含めたオ

ンラインでの医療全体の充実に向けて、次期以降の診療報酬改定、所

要の制度的対応も含めて、ユーザー目線で、現状を更に前進させる取

組を進める。 

 ・オンライン診療は、本年度診療報酬改定での評価新設及び新たなガイ

ドラインを踏まえ、安全で適切な普及に向け、セキュリティ等の観点

からの実証を実施し、技術的成果についてガイドライン・診療報酬改

定への反映を検討する。 

・オンライン診療の一層の充実を図るため、関係学会や事業者等とも協

力し、現在診療報酬対象外のものも含め、オンライン診療の有効性・

安全性等に係るデータや事例の収集、実態の把握を早急に進めること

によりエビデンスを継続的に蓄積し、次期以降の診療報酬改定で、そ

れらを踏まえた評価を進める。 

・介護分野のリハビリテーションにおける ICTの活用に関し、リハビリ

専門職等の積極的な活用、業務の効率化・合理化を推進する観点から

検討し、有効なものについては、次期以降の介護報酬改定での評価を
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2018年度 2019年度 2020年度 2021～2025年度 担当大臣 ＫＰＩ

ⅲ）効率的・効果的で質の高い医療・介護の提供、地域包括ケアに関わる多職種の連携推進

通常国会
予算編成

税制改正要望
秋～年末

自立支援・重度化防止に向けた科学的介護データベースの実装

高齢者の状態、ケアの内容などのデータを収集・分析する
データベースの構築開始 試行運用

• データベースの本格運用開始
• データの分析により、効果のある介護サー
ビスについて、次期以降の介護報酬改定
で評価

• ロボットなどの技術革新の評価に必要なデータの種類や取得方法など、効果検証に関するルールを整理
• 得られたエビデンスに基づき、次期以降の介護報酬改定等で評価

改訂した重点分野に基づき、ロボット介護機器の開発・本格導入の実現

• ロボット介護機
器の市場規模、
2020年に約500
億円、2030年に
約2,600億円

• 重点分野のロ
ボット介護機器
導入台数、2030
年8,000台

【厚生労働大臣】

【厚生労働大臣】

【厚生労働大臣、経
済産業大臣】

介護サービス事業所等に対し国・自治体が求める帳票等
の実態把握と当面の見直し

事業所が独自に作成する文書も含めた更なる見直しを進め、文書量
の実効的な半減を実現

作成文書の見直し、介護ロボット等の活用に加え、ＩＣＴ利
活用や、非専門職の活用等を含めた業務効率化・生産性
向上に係るガイドラインを作成

ガイドラインを普及させ、好事例を横展開

【厚生労働大臣】

地域医療介護総合確保基金により、「介護助手」などの多様な人材の活用を図るなど、介護人材確保に向けた総合的な取組を推進

【経済産業大臣】

医療分野や障害福祉分野において、各分野の特性に応じて、作成文書の見直しやロボット技術の活用等、多職種連携、AI・ICTの
利活用、医療機関のマネジメント改革の支援等を推進

生活支援ロボットの国際安全規格ISO13482の規格に基づく国内認証の実施

ロボット・センサー、AI技術等の開発・導入

書類削減、業務効率化、生産性向上

【厚生労働大臣】障害福祉分野におけるロボット技術等を活用した支援機器について、現場ニーズを捉えた開発・本格導入の実現
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